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四
書
を
学
ん
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
セ

ン
タ
ー
試
験
の
漢
文
を
読
め
る
の
か
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
言
語
処
理
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、

古
典
中
国
語
（
漢
文
）
の
白
文
と
い
う
の
は
、
か
な
り
厄
介
な

シ
ロ
モ
ノ
で
あ
る
。
単
語
と
単
語
の
間
に
区
切
り
が
な
い
。
文

と
文
の
間
に
も
区
切
り
が
な
い
。
漢
字
が
ズ
ラ
ズ
ラ
と
切
れ
目

な
く
並
ぶ
だ
け
。こ
ん
な
も
の
、ど
う
や
っ
て
読
め
ば
い
い
の
か
。

　

共
同
研
究
班
「
東
ア
ジ
ア
古
典
文
献
コ
ー
パ
ス
の
実
証
研

究
」
で
は
、
古
典
中
国
語
に
お
け
る
文
法
解
析
の
自
動
化
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
漢
文
の
白
文
に
対
し
、
形
態
素
解

析
・
依
存
文
法
解
析
・
直
接
構
成
素
解
析
を
順
に
お
こ
な
う
こ

と
で
、
白
文
の
統
語
構
造
が
解
析
可
能
と
な
る
（
次
ペ
ー
ジ

図
）
と
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
見
通
し
で
あ
る
。
形
態
素
解

析
に
よ
っ
て
、
単
語
切
り
を
お
こ
な
う
と
同
時
に
、
各
単
語
の

品
詞
を
得
る
。
依
存
文
法
解
析
に
よ
っ
て
、
単
語
と
単
語
の
間

の
係
り
受
け
関
係
を
解
析
す
る
と
同
時
に
、
文
の
切
れ
目
を
得

る
。
直
接
構
成
素
解
析
に
よ
っ
て
、
各
文
の
統
語
構
造
を
解
析

木
の
形
で
得
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に
古
典
中
国
語
の

形
態
素
解
析
を
ほ
ぼ
完
成
し
、
現
在
は
依
存
文
法
解
析
の
手
法

開
発
に
精
力
を
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
直
接
構
成
素
解

析
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
本
稿
執
筆
時
点
（
二
〇
一
九

年
二
月
）
で
は
ア
イ
デ
ア
ど
ま
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
は
、
古
典
中
国
語
の
形
態
素
解
析
に
、

M
eCab

（
以
下
M
）
と
い
う
形
態
素
解
析
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ

て
き
た
。
M
は
、
も
と
も
と
は
日
本
語
向
け
の
形
態
素
解
析
エ

ン
ジ
ン
だ
っ
た
が
、
言
語
、
辞
書
、
コ
ー
パ
ス
に
依
存
し
な
い

汎
用
的
な
設
計
が
な
さ
れ
て
お
り
、
古
典
中
国
語
へ
の
適
用
も

可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
M
は
、
あ
く
ま
で
形
態
素
解
析
エ
ン
ジ

ン
で
あ
り
、
依
存
文
法
解
析
は
お
こ
な
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、

U
D
Pipe

（
以
下
U
）
と
い
う
形
態
素
・
依
存
文
法
解
析
エ
ン

ジ
ン
と
、
今
年
に
な
っ
てStanfordN

LP

（
以
下
S
）
と
い

う
形
態
素
・
依
存
文
法
解
析
エ
ン
ジ
ン
が
現
れ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
性
能
比
較
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
。
U
は
、
チ
ェ

コ
語
の
係
り
受
け
解
析
エ
ン
ジ
ン
が
土
台
と
な
っ
て
い
る
が
、

多
言
語
化
を
お
こ
な
っ
た
際
に
単
語
切
り
・
文
切
り
・
品
詞
付

与
の
機
能
が
追
加
さ
れ
、
形
態
素
解
析
と
依
存
文
法
解
析
の
両

方
を
兼
ね
備
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
S
は
、
英
語
の
品
詞

付
与
・
係
り
受
け
解
析
エ
ン
ジ
ン
が
土
台
と
な
っ
て
お
り
、
多

言
語
化
を
行
っ
た
際
に
文
切
り
・
単
語
切
り
の
機
能
が
追
加
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
手
元
に
は
、
四
書
（
孟
子
・
論
語
・
大
学
・
中

庸
）
の
形
態
素
コ
ー
パ
ス
と
依
存
文
法
コ
ー
パ
ス
が
あ
り
、
こ
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形態素解析

孟子
複合的人名
人
名詞
n

見
動作
行為
動詞
v

梁

孟子見梁惠王王曰叟不遠千里而來

国名
主体
名詞
n

惠
その他の人名
人
名詞
n

王
役割
人
名詞
n

王
役割
人
名詞
n

曰
伝達
行為
動詞
v

叟
人
人
名詞
n

不
無界
否定
副詞
v

量
描写
動詞
v

千遠
*
数字
数詞
n

里
*

度量衡
名詞
n

而
並列
接続
助詞
p

來
移動
行為
動詞
v

依存文法解析

孟子
PROPN
n,名詞,人,複合的人名

nsubj

見
VERB

v,動詞,行為,動作

root

梁
PROPN
n,名詞,主体,国名

nmod

惠
PROPN
n,名詞,人,その他の人名

compound

王
NOUN
n,名詞,人,役割

obj

王
NOUN
n,名詞,人,役割

nsubj

曰
VERB

v,動詞,行為,伝達

root

叟
NOUN
n,名詞,人,人

nsubj

不
ADV

v,副詞,否定,無界

advmod

VERB
v,動詞,描写,量

root

千
NUM
n,数詞,数字,*

obj

里
NOUN
n,名詞,度量衡,*

clf

而
CCONJ
p,助詞,接続,並列

cc

來
VERB

v,動詞,行為,移動

conj

直接構成素解析

孟子
固有名詞
n,名詞,人,複合的人名

見
動詞

v,動詞,行為,動作

梁
固有名詞
n,名詞,主体,国名

惠
固有名詞
n,名詞,人,その他の人名

王
名詞

n,名詞,人,役割

惠王
複合

梁惠王

連体修飾語
体言による

見梁惠王
目的語

孟子見梁惠王

主語

親

王
名詞

n,名詞,人,役割

曰
動詞

v,動詞,行為,伝達

王曰
主語

親

叟
名詞
n,名詞,人,人

不
副詞

v,副詞,否定,無界
動詞

v,動詞,描写,量

千

遠

遠
数詞
n,数詞,数字,*

里
名詞

n,名詞,度量衡,*

而
助詞

p,助詞,接続,並列

來
動詞

v,動詞,行為,移動

而來
接続詞

千里
類別詞

目的語連用修飾語

主語

接続

親

叟不遠千里而來

不遠千里

遠千里
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れ
ら
を
学
習
用
コ
ー
パ
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
。
そ
こ
で

M 

U 

S
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
書
を
学
習
さ
せ
、
古
典
中
国
語
の

形
態
素
解
析
・
依
存
文
法
解
析
モ
デ
ル
を
構
成
し
た
。
こ
の
モ

デ
ル
に
、
四
書
以
外
の
白
文
を
解
析
さ
せ
る
こ
と
で
、
性
能
比

較
を
お
こ
な
え
る
わ
け
だ
。
た
だ
し
、
M
の
形
態
素
辞
書
は
、

四
書
に
出
て
く
る
単
語
（
形
態
素
）
に
加
え
、
大
量
の
固
有
名

詞
も
収
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
同
じ
単
語
を
U
の
外

部
辞
書
に
も
追
加
し
た
。
一
方
、
S
に
は
外
部
辞
書
を
接
続
す

る
方
法
が
（
公
開
さ
れ
て
い
）
な
か
っ
た
た
め
、
S
に
関
し
て

は
実
験
条
件
を
揃
え
き
れ
な
か
っ
た
。

　

実
験
対
象
は
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
『
国
語
』
の
本
試

験
か
ら
、
第
４

問
の
漢
文
本
文
を
準
備
し
た
。
評
価
指
標
は
、

M
LA
S

（M
orphology-aw

are Labeled A
ttachm

ent 
Score

）
と
呼
ば
れ
る
百
点
満
点
の
評
価
値
を
用
い
て
、
品
詞

付
与
と
係
り
受
け
の
正
確
さ
を
両
方
同
時
に
評
価
す
る
こ
と
と

し
た
。
た
だ
し
、
セ
ン
タ
ー
漢
文
は
常
用
漢
字
で
書
か
れ
て
お

り
、
わ
れ
わ
れ
の
四
書
コ
ー
パ
ス
は
（
い
わ
ゆ
る
）
康
煕
字
典

体
で
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
M
の
形
態
素
辞
書
と
U
の
外

部
辞
書
に
、
常
用
漢
字
の
単
語
も
収
録
し
た
。
こ
れ
ら
の
準
備

の
後
、
二
〇
一
九
年
の
セ
ン
タ
ー
漢
文
を
白
文
化
（
句
読
点
や

返
り
点
な
ど
を
除
去
）
し
、
U
に
読
ま
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
解

析
結
果
の
評
価
値
は
三
九
点
と
い
う
、
か
な
り
低
い
結
果
と
な

っ
た
。
同
じ
セ
ン
タ
ー
漢
文
を
S
に
読
ま
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、

二
八
点
と
い
う
、
や
は
り
低
い
結
果
と
な
っ
た
。
読
め
て
い
な

い
。
M
＋
U
（
形
態
素
解
析
を
M
で
、
依
存
文
法
解
析
を
U
で

お
こ
な
う
）
で
は
三
九
点
、
M
＋
S
で
は
三
六
点
だ
っ
た
。
ど

う
し
て
こ
ん
な
に
評
価
値
が
低
い
の
か
。

　

各
モ
デ
ル
の
解
析
結
果
を
手
作
業
で
検
討
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

単
語
切
り
・
品
詞
付
与
・
係
り
受
け
解
析
・
文
切
り
の
四
つ
の

機
能
の
う
ち
、
文
切
り
が
極
め
て
ダ
メ
ダ
メ
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
U
や
S
の
文
切
り
は
、
機
能
と
し
て
は
先
進
的
な
も

の
の
、
ま
だ
ま
だ
古
典
中
国
語
に
は
追
随
し
き
れ
て
い
な
い
よ

う
な
の
だ
。
こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
、
白
文
化
の
際
に
句

読
点
を
除
去
せ
ず
、
文
切
り
を
事
前
に
与
え
る
と
い
う
手
法
で
、

単
語
切
り
・
品
詞
付
与
・
係
り
受
け
解
析
の
評
価
を
お
こ
な
っ

て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
九
年
の
セ

ン
タ
ー
漢
文
に
対
し
、
U
は
六
七
点
、
S
は
三
八
点
、
M
＋
U

は
六
三
点
、
M
＋
S
は
五
五
点
と
な
っ
た
。
文
切
り
を
事
前
に

与
え
る
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
改
善
が
見
ら
れ
、
特
に
U
は
、
ま

あ
ま
あ
及
第
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
八
年
以
前
の
セ
ン
タ
ー
漢
文
に
対
し
て
も
、
凸
凹
は

あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
を
裏
返

し
て
考
え
る
と
、
古
典
中
国
語
の
依
存
文
法
解
析
の
う
ち
、
文

切
り
の
自
動
化
に
関
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
今
後
の
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
進
展
に
期
待
さ

れ
た
い
。
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